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（
I
J
W
R
D
）に
て
、東
京
大
学
名
誉
教
授
高
橋

裕
名
誉
会
員
の
業
績
を
顕
彰
す
る
特
集
号
が
発
刊

さ
れ
た（vol.25, no.4, 

2
0
0
9
年
12
月
発
行
）。

こ
れ
は
同
誌
の
25
年
の
歴
史
の
な
か
で
始
め
て
の
企

画
で
あ
る
。こ
の
特
集
号
に
は
、高
橋
会
員
ご
執
筆

の
日
本
の
戦
後
の
河
川
史
と
、わ
が
国
の
河
川
工
学

の
方
向
性
に
関
す
る
2
編
の
論
文
に
加
え
、日
、台

湾
、ブ
ラ
ジ
ル
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、仏
、米
、世
銀
な
ど
の

研
究
者
か
ら
論
文
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、同
会
員
の

国
際
的
な
活
動
の
広
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。ま
た
、

高
橋
会
員
の
薫
陶
を
受
け
た
、虫
明
功
臣
会
員（
東

京
大
学
名
誉
教
授
）、沖
大
幹
会
員（
同
教
授
）、筆

者
の
共
著
に
よ
る「
変
革
期
に
あ
る
わ
が
国
の
河

川
・
水
資
源
」の
3
部
作
の
論
文
も
収
録
さ
れ
て
い

る
。
2
0
0
9
年
12
月
に
は
東
京
大
学
で
、同
出

版
記
念
と
高
橋
会
員
の
業
績
を
顕
彰
す
る
特
別

セ
ッ
シ
ョ
ン
が
国
際
水
資
源
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

特
別
企
画
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。同
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、ま
ず
、同
学
会
会
長
のC

. Tortajada

博
士
に

よ
る
挨
拶
が
あ
り
、続
い
て
沖
会
員
に
よ
り
高
橋
会

員
の
業
績
が
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
紹
介
さ
れ
た
。最

後
に
I
J
W
R
D
の
編
集
責
任
者
で
、こ
の
特
集

号
を
企
画
し
たA

.B
isw

as

博
士
よ
り
、高
橋
会
員

の
長
年
に
わ
た
る
河
川
工
学
、水
資
源
開
発
に
か
か

わ
る
業
績
を
た
た
え
る
ス
ピ
ー
チ
が
あ
っ
た
。続
い
て

開
催
さ
れ
た
記
念
パ
ー
テ
ィ
で
は
、ア
ジ
ア
各
国
の

多
数
の
水
関
係
者
よ
り
多
く
の
祝
福
と
感
謝
が
高

橋
会
員
に
寄
せ
ら
れ
た
。

（
正
会
員　

小
池
俊
雄（
東
京
大
学
大
学
院
工
学

系
研
究
科
社
会
基
盤
学
専
攻
））

土
木
学
会
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
委
員
会
の
国

際
競
争
力
小
委
員
会
で
は
、「
21
世
紀
の

国
際
貢
献
と
人
材
育
成
」と
い
う
テ
ー
マ
で
平
成
20

年
度
か
ら
シ
ー
ズ
ン
Ⅱ
の
活
動
を
進
め
て
い
る
。こ
の

小
委
員
会
の
特
徴
は
、委
員
の
約
半
分（
10
名
）が

学
生
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、こ
の
小
委

員
会
の
活
動
項
目
が
学
生
に
と
っ
て
大
変
魅
力
的

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。昨
年
11
月
に
は
、こ
れ

ま
で
に
日
本
が
戦
後
賠
償
／
O
D
A
で
実
施
し
た

典
型
的
な
成
功
事
例
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ブ
ラ

ン
タ
ス
川
流
域
に
お
け
る
一
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
、

戦
前
に
八
田
與
一
主
導
の
下
で
建
設
し
地
元
で
大

き
な
評
価
を
得
て
い
る
台
湾
の
烏
山
頭
ダ
ム
を
取

り
上
げ
、現
地
大
学（
ブ
ラ
ン
タ
ス
で
は
ブ
ラ
ビ
ジ
ャ

ヤ
大
学
、台
南
で
は
台
湾
成
功
大
学
）の
協
力
を
得

て
現
地
学
生
と
と
も
に
現
場
を
回
り
、国
際
貢
献
に

か
か
わ
る
意
見
交
換
の
場
を
も
つ
機
会
を
得
た
。ブ

ラ
ビ
ジ
ャ
ヤ
大
学
で
は
、水
資
源
工
学
科
の
学
生
約

20
名
が
参
加
し
、日
本
か
ら
の
学
生
委
員
4
名
の

主
導
の
下
で
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
意
見
交

換
を
約
2
時
間
行
い
、ブ
ラ
ン
タ
ス
川
流
域
の
開

発
、日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
協
力
、ブ
ラ
ン
タ
ス
・

ス
ピ
リ
ッ
ツ
、若
い
世
代
の
将
来
の
夢
な
ど
に
か
か
わ

る
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
活
発
な
議
論
が
で
き
た
。後

日
、ブ
ラ
ビ
ジ
ャ
ヤ
大
学
か
ら
大
学
制
作
の
カ
レ
ン

ダ
ー
が
送
ら
れ
た
。何
と
び
っ
く
り
5
月
の
ペ
ー
ジ

に
、わ
れ
わ
れ
と
の
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
記
念
写

真
が
載
っ
て
い
た
。半
年
後
に
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
め

く
る
と
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
し
て
も
台
湾
に
し
て
も
、

今
回
の
わ
れ
わ
れ
の
活
動
に
快
く
協
力
し
て
い
た
だ

き
、暖
か
く
迎
え
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
こ
と
が
懐
か

し
く
思
い
出
さ
れ
る
。

（
学
生
会
員　

橋
本
雅
和（
山
梨
大
学
大
学
院　

コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
委
員
会
国
際
競
争
力
小
委
員
会 

学

生
委
員
））土

木
学
会
国
際
委
員
会（
委
員
長
：
古

田
均
・
関
西
大
学
教
授
）は
、講
演
会「
国

際
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論 

─
日
本
の
建
設
産
業
の

国
際
化
の
た
め
に
─
」を
5
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し

ブ
ラ
ビ
ジ
ャ
ヤ
大
学
の�

�

カ
レ
ン
ダ
ー
に
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
の
記
念
写
真
が
掲
載

国
際
誌『
水
資
源
開
発
』特
集
号

で
名
誉
会
員
高
橋
裕
教
授
の
業

績
を
顕
彰�

─
同
誌
の
25
年
の

歴
史
の
中
で
初
め
て
─

講
演
会「
国
際
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
論�

─
日
本
の
建
設
産
業
の
国

際
化
の
た
め
に
─
」開
催
さ
れ
る

写真1　�記念パーティでお祝いの花束
を受ける高橋名誉会員

写真1　�ブラビジャヤ大学での学生による国際ワークショップ

写真2　�
大学のカレンダー
に使われた記念
写真
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て
い
る
。そ
の
第
1
回
を
2
0
1
0
年
2
月
19
日

（
金
）に
、第
2
回
を
同
年
4
月
12
日（
月
）に
、土
木

学
会
講
堂
で
開
催
し
た
。第
1
回
、第
2
回
と
も
80

名
を
超
え
る
参
加
が
あ
っ
た
。

　

日
本
の
建
設
産
業
の
国
際
建
設
市
場
へ
の
事
業

展
開
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、こ
れ
か
ら
の
土

木
技
術
者
は
海
外
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
遂
行
に
必

要
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、今
回
の
講
演
会
を
、国
際
委
員
会
国

際
化
推
進
小
委
員
会
で
企
画
、実
施
し
た
。

　

一
連
の
講
演
会
は
、第
一
部
を
草
柳
俊
二
・
高

知
工
科
大
学
教
授
に
よ
る
講
演
、第
二
部
を
建
設

関
連
の
ト
ピ
ッ
ク
的
な
内
容
と
し
て
毎
回
講
師
を
お

呼
び
し
、講
演
し
て
い
た
だ
く
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
講
演
会
終
了
後
は
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、

参
加
者
と
講
師
と
の
本
音
で
の
意
見
交
換
、情
報

交
換
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。ま
た
各
回
と
も
参
加

者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、参
加
い
た
だ
い
た
方
か
ら

の
生
の
意
見
や
要
望
は
、で
き
る
だ
け
次
回
の
講
演

会
に
反
映
さ
せ
、今
後
の
講
演
会
企
画
に
活
か
す
よ

う
に
し
て
い
る
。

　

今
後
、第
3
回
を
6
月
14
日（
月
）、第
4
回
を

7
月
21
日（
水
）、第
5
回
を
9
月
27
日（
月
）に
土

木
学
会
で
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
正
会
員　

納
多 

勝（
国
際
委
員
会 

国
際
化
推
進

小
委
員
会
委
員
長　
（
株
）大
林
組
））

写真1　�草柳教授の講演
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